
境界は、一本の線として引かれる。 
しかし、分断された〈あわい〉の関係は、その線上には現れない。 

此岸と彼岸の領域は、互いの内部へと入り込み、 
交差しながら、異なる深さと幅を持ち、 
両者の関係を編み込んでいく。 

ここで生起する編成のプロセスこそが、 

そして、その際の集積によって立ち上がる都市像を、 
“Interknitted Town”と呼ぶ。

都市における「際」である。 
きわ
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展覧会詳細は HP からご確認いただけます

https://www.goto.arch.waseda.ac.jp/kiwa-exhibition.html

Exhibition “Interknitted Town”
A KIWA Approach to Weaving a Theory of Urban In-Between

会期

早稲田大学 後藤春彦研究室 国分寺市共催

〒���-����
東京都国分寺市本町 3-1-1 cocobunji WEST ５階

JR 中央線　西武国分寺線・多摩湖線 国分寺駅 徒歩 0 分

会場

cocobunji プラザ 多目的スペース
入場無料

都市を「分ける」から、「編む」へ。
後藤春彦研究室では、「際の都市デザイン論」を提示し、その理論的帰結として、“Interknitted Town” を構想してきました。
本展覧会では都市の「際」をテーマに、研究成果・図面・模型・映像の展示を通して、新たな都市像を探ります。

�  ��月 日 日 �� : �� ～�� : ��
講演会『際の都市デザイン論』開催
会場：cocobunji プラザ リオンホール

当日は直接会場へお越しください事前申込不要
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